
  

  

 

 WEEKLY COMMUNICATION

 国際ロータリー第2790地区 第3グループ
 　千葉西ロータリークラブ
      Rotary Club of Chiba-West

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　花  光  和  久　　　 　幹　事　白  井  貴  博
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：http://www.chibawest-rc.net/

   地区行動指針 ： 「伝統と未来」 ～誇りと連帯感～
クラブスローガン ：「会員間の交流を深める」「ロータリーライフ楽しむ」「ロータリーアンになって良かったと感じる」「会員自身の成長に繋げる」
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インスピレーションに
なろう

■ お客様
長谷川富江 様（県立千葉商業インターアクトクラブ顧問教師）
渡辺稔菜 さん（県立千葉商業インターアクター）
伊藤柚希 さん（県立千葉商業インターアクター）

■ 地区大会表彰
山本康昭 会員 … ロータリー米山功労者メジャードナー

■ 米山功労者の表彰
山本康昭 会員 … 第 43 回メジャードナー

■ 委員会報告
なし

■ 幹事報告
なし

■ 会長挨拶 /花光和久 会長
　本日は　千葉県立千葉商業高等学校インターアクトクラブの長谷川先生と渡邉さんと伊藤さ
んに来会をいただきまして後ほど国外研修の台湾訪問の報告がありますのでお楽しみにしてく
ださい。
　さて今年も今日含めあと 2 週間で終わります。皆さん方は六曜入りのカレンダーと六曜無し
のカレンダーどちらを使っていますか？
　先日、某生命保険会社のカレンダーが来年は六曜なしに変わりましたと言って持ってきまし
た。その理由は、ある市が六曜入りであったところ、市民から六曜は「迷信とか根拠がない」
とかでクレームがあり、その為、記載しなくなったそうです。そこで、当社も記載をやめたとの事。
そこで、私は六曜を信じている訳では無いですが、六曜入りを使っています。
　どうも世の中の人の心に、柔軟性や包容力が失われて、自分の主張を他人に強いるような世

の中になったのかと感じられます。そこでもう一度、604 年、推古天皇のとき、聖徳太子の制定と伝えられる
いわゆる一七条憲法にある、一に曰く和を以って貴しと為しから始まる条文をもう一度考えてみてはどうでしょうか。

（これは、貴族や官吏に対する道徳的規範を示したものだそうです）
【現代語訳】
「ーにいう。和を大切にし、いさかいをせぬようにせよ。人はそれぞれ仲間があるが、全くよく悟ったものは少ない。
それ故君主や父にしたがわず、また隣人と仲違いしたりする。けれども上下の者が睦まじく論じ合えば、おのずから
道理が通じ合い、どんなことでも成就するだろう。」 

（＊現代語訳は、宇治谷孟氏の『日本書紀　全現代語訳』によりました。）

■ 四つのテスト/ 大野　恵 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか



■ クラブフォーラム　木村龍次青少年奉仕委員長担当
　 千葉商業高等学校インターアクトクラブ「国外研修報告」　渡辺稔菜 さん
　私は国外研修を通して、笑顔と何かを伝えたいという気持ちがあれば、たとえ相手の国の言葉が話せ
なくても友達になることが出来ると知りました。台湾に到着してからすぐに現地の学生と交流すること
が出来ました。その時私は、上手く気持ちを伝えようと考えすぎるあまり、「自分の英語は文法がしっ
かりしているか」「発音は間違っていないか」などマイナスなことばかりが頭をよぎり、上手く会話す
ることが出来ませんでした。しかし、その中でも現地の学生の皆さんは積極的に話しかけてくださった
り、私の話に耳を傾けてくださいました。その姿を見て、たとえ言葉が分からなくても積極的に話しか
けてみようと思いました。2 日目からは、観光場所で話しかけてみたり、聞きたいことがあったら話しかけてみるよ
うにしました。そのお陰で台湾の文化も沢山知ることが出来たり、実際に生活している人でなければ分からないこと
も知ることが出来ました。また、食文化も日本とは全く異なるもので、日本でよく知られている台湾料理と現地の方
がよく食べるものは全く違い、とても驚きました。そして、現地のガイドの方が詳しく台湾の歴史について話してく
ださったお陰で日本は台湾と昔から深い関わりがあることを知り、今回日本の学生と台湾の学生が交流したことはと
ても意義のあるものだったと感じました。4 日間で様々なことを経験させていただきました。この思い出は大切な人
生の財産となりました。

　 千葉商業高等学校インターアクトクラブ「国外研修報告」　伊藤柚希 さん
　私は今回 4 日間台湾を訪問し、現地の学生との交流を通して多くの驚きと学びがありました。私は
英語があまり話せないので携帯を使わないとなかなか会話が続かず、緊張もあって台湾の学生の子達と
英語で会話することに初めは不安を感じましたが、ペアの子や班のメンバーが積極的に話しかけてくれ
たり、何か食べるたびに美味しい？と聞かれたり、どこに行きたい？と聞いてくれたり常に気にかけて
くれるのが伝わってきて、言葉が通じづらくてもコミュニケーションはとれるし、相手に気持ちは伝え
られるんだと思い、私からも話せるようになりました。
台湾での食事は毎回初めて食べるものばかりで、日本との食文化の違いを知りました。台湾の人達が普
通に食べているものも私たちからしたら独特な味付けだなと思うものがあって、逆に日本の味も知ってほしいと思い
ました。4 日間で様々な場所を訪れましたが、私はジブリが大好きなので千と千尋の神隠しのモデルになった九份に
行けたことが嬉しかったです。また、台湾総督府でガイドの方から日本と台湾の歴史について教えていただき、とて
も興味深い話を聴けたし日本のことすらも知らないことばかりで驚きました。実際に訪れ自分の目で見たことで、台
湾について知れたことは絶対に忘れないと思います。そして、相手に気を遣うことや積極性の重要さ、コミュニケーショ
ンの多様性などを知り人間としても確実に成長できとても貴重な経験になりました。
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総　数 対 象 者

クラブ広報・IT・ロータリー情報雑誌委員会 【委員長】野城隆憲【委員】三上　浩  平良真人  菊池民雄  *依田和孝  *庄司芳樹  *北村悠介  *長坂圭将
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12月25日→22日（土）へ振替

　忘年家族例会

18:00点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅

 ニコニコBOX
・津田…年も押し迫ってまいりました。風邪をひかないようにご自愛ください。
・山本…アフリカのモロッコを旅して来ました。
・平塚…誕生祝いを頂きありがとうございます。12 月 24 日に 69 回目を出来るように！
・海寶…第 10 回ワンポイントロータリーはインターアクトの情報でした！
・花光…インターアクト国外研修報告、ありがとうございました。
・事務局森川…忘年家族例会での演奏、頑張ります。
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■ ロータリーワンポイント「千葉商業高等学校インターアクトクラブ」　　海寶勘一 クラブ研修リーダー
　我がクラブは 1976（昭和 51 年）年に創立しましたが、創立 8 年目の 1984( 昭和 59 年 ) 佐藤貢会長年度には、千葉県立

千葉商業高等学校のインターアクトクラブを、親クラブである新千葉ロータリークラブから継承し、それ以後順調に提唱クラブ

としての責任を果たしてきています。各種高等学校に提唱されたインターアクトクラブですが、現在では 12 歳から 18 歳の中学

生や高校生が、地域社会や海外でのボランティア活動の交流を通じて視野を広げ、国際感覚を養っています。ロータリークラブ

の支援を受けて設立されるインターアクトクラブでは、校友と一緒に奉仕活動を楽しみながら、奉仕の精神や人の徳や優しさを

学びとり、社会勉強や人間形成に役立つ行動力を身に着けることを期待しています。インターアクトクラブメンバーはインター

アクターとして、ロータリークラブのロータリアンと一緒になって奉仕活動や研鑽を積むのが理想ですが、現実はなかなか思うような共同作業がで

きません。学校側の比較的厳しい校則規定があったり、学業優先の日程等なかなか理想に程遠い活動が現実にあります。それでも学校側の深い理解

や顧問教師の熱意やロータリーの地区委員会の努力によって、三大行事である春の指導者講習会、夏のインターアクト年次大会、秋の国外研修が継

続されていることが何より心強く安心できます。本来であれば、ロータリアンとインターアクターが相互にクラブ例会に訪問し、世代を超えた奉仕

活動や勉学の機会の交流が開催できることが理想になります。インターアクトクラブは 1962 年にアメリカで発足し、1963 年には宮城県の仙台

育英高校が最初のクラブを創設し、当地区内でも成田クラブが早々に提唱した成田高等学校が、地区内最初のクラブとなります。千葉商業高等学校

は 1965 昭和 40 年に創立され 53 年目を迎えていますが、現在では地区内に 14 の提唱クラブがそれぞれの高等学校単位のインターアクトクラブ

と協賛しています。学校側の事情も強くあって、実質一般部活動として運営されていることが寂しく思います。お互いを尊敬し信頼し合う仲間同士

の人間形成を重視するロータリー精神が、将来を担うインターアクターに十分に伝達できる環境が望まれます。世界には 159 カ国に 20,372 クラ

ブがあり、46,856 名が登録されていますので、千葉県立千葉商業高等学校インターアクトクラブも、顧問教師のご指導を仰ぎながら、一層地域社

会に向けて奉仕活動を励んでいただき、併せて世界にむけて千葉西ロータリークラブと一緒になった国際交流活動ができることを期待しております。

12 月 18 日（火）JAZZ  OSCAR にて


